
＜ドローン・ジャパン株式会社＞
【ドローンシェアリングシステムの構築支援サービス】

【価格】
￥ 個別見積り

● ドローンの共有活動する仕組みの構築支援

● 圃場マップ作成：生産者の圃場位置や栽培情報をクラウドデータベースで管理

● 情報共有：クラウドデータベースでオペレーターと生産者が情報を管理・共有

● スムーズなデータ連携：クラウドに蓄積された作業データを利用し、労賃精算やドローン作業効率の分析を行い、多段利用可能

【サービス説明】 詳細：https://tarafuku.org/2023/13968/

【利用分野】

ドローン・ジャパン株式会社
詳細： https://www.drone-j.com/dj-agricultural-service/

問合せ：https://www.secure-
cloud.jp/sf/business/1537255904BxsNhEiE

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】

ドローン導入・運用コスト

● 【実証規模】
水稲作を対象に生産者4名、オペレーター5名で405筆
91haを実証後、令和4年度は小麦も含む生産者・オペ
レーター10名、対象圃場551筆123haに拡大し、ドロー
ン散布367筆95haとリモートセンシング118回1,977ha
を実施した。

● 【生育予測に基づく作業スケジュール】
栽培品種と移植日から生育予測を行い、リモートセンシン
グと散布のスケジュールを調整。コシヒカリが多く、7月下旬
～8月中旬に防除ピーク。中小規模生産者グループでは
作業時期の分散が課題となった。

● 【ドローン導入・運用コスト】
生産者10名がドローンシェアリングに参加した場合の導
入コストと運用コストを個人購入と比較し、70％の導入コ
スト削減と46％の散布用、36％のリモートセンシング用の
運用コスト削減を実現しました。また、10a当たりのサービ
ス単価は、散布3,500円/10a、RS1,200円/10aと試
算され、提供面積の拡大に伴って単価を下げることができ
ました。

● 【カメムシ被害の低減】
ドローンシェアリンググループでカメムシの広域防除を実施。
出穂期の予測とスケジュール立案により計画通りに散布。
着色米の割合は令和3年度0.8%、令和4年度1.6%
で地域平均の１/３以下に低減。シェアリンググループによ
る即時のドローン防除で被害を抑え、生産者の防除意識
を高めました。
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令和3＆4年 農水省スマート農業実証での実績
https://tarafuku.org/2023/13968/
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